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 上高地付近で 8月 7日 14時頃より発生した群発活動は，飛騨山脈に沿った細長い領域を北に移動

して，槍ヶ岳付近に至り，さらに北は野口五郎岳付近にまで達した。南北の震源域は約 20kmになる。

最大地震は槍ヶ岳付近の活動域で 8月 16日 3時 31分に発生したM5.0である。福島県の中通り地方

では 8月 3日にM5.1の地震が発生している。これ以外は静かな状態である。8月～10月の主な地震

活動を以下に示す。（第 1図，第 2図） 

 

ａ）上高地付近の群発地震活動（8月 7日～） 

本会報の地震研究所「上高地付近の地震活動」を参照 

 

ｂ）福島県中通り地方の地震活動(第 3図) 

会津田島の西，那須岳の北 5kmの中通りで，8月 3日にM5，1の地震が発生した（1998/8/3 

20h09m M5.1，d=2.6km）。９月下旬までに 126個の地震が観測された。P波初動より決められ 

たメカニズム解は東西の圧縮軸を持つ逆断層である。 

この地域では，1994年 12月 16日にM5.5で深さ 5.5kmの地震が発生している。この地震のメ 

カニズム解は東西圧縮軸の横ずれ型であった。 

 

ｃ）東京湾北部の地震 

8月 29日 8時 46分に東京湾北部で，M5.9で深さ 68.6kmの地震が発生した。太平洋プレート 

上面付近の地震である。P波初動より決められたメカニズム解は東西の圧縮軸を持つ横ずれ型 

で，この地域のメカニズム解としては珍しい。11月 4日にも同地域で，M5.5で深さ 80.6kmの 

地震が発生しているが，このメカニズム解は東西の圧縮軸を持つ逆断層である。 

 

ｄ）福島県沖，茨城県沖，鹿島灘の地震 

8月 16日 23時 05分に福島県沖でM5.5で深さ 17.4kmの地震が発生した。 

9月 25日 06時 59分に福島県沖でM5.6，深さ 86.4kmの地震が発生した。 

9月 7日 01時 36分に鹿島灘でM4.8，深さ 55.1kmの地震が発生した。この地震のメカニズム解 

は東西の圧縮軸を持つ逆断層である。 

10月 4日 02時 01分に茨城県沖の地震帯の最北部でM5.2，深さ 24.2kmの地震が発生した。こ 

の地震のメカニズム解は北東-南西 P軸の逆断層である。 

 

ｅ）静岡県中央部の地震 
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10月 5日 02時 40分に静岡市の北西約 20kmの位置で，M4.0で深さ 28.9kmの地震が発生し 

た。この地震のメカニズム解は東西 T軸の正断層である 

 

ｆ）東京都西部の地震 

10月 19日 8時 17分に東京都の西部でM4.9のやや深い地震（ｄ＝109.3km）が発生した。メ 

カニズム解は南西―北東 T軸の正断層である。 

 

ｇ）日光・足尾地域の地震活動（第 4図） 

１．今期間は前期より活動が低下している。7月 25日頃より活発になった足尾観測点（ASO）の 

東 2km位のクラスターと，白根山の南，錫ヶ岳付近のクラスターが 8月の 10日頃まで活発で 

あったが，その後足尾観測点と，黒沢観測点の中ほどに活動が移った。この活動は 8月の中旬 

には低下していたが，10月 11日より 2～3日間活発になっている。この 3ヶ月でM3を超えた 

地震は 1個で，この群発活動の中で発生している（10月 11日，13h39m，M3.4，ｄ＝7.9km）。 

２．福島県，桧枝岐付近と，福島県，栃木県の県境近くで，小さな地震活動があった。震源は両 

方とも 5km程度で浅い。 

３．足尾地域、塩原近くの高原山付近を震央とする低周波地震が発生している。 
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第１図 関東甲信越地方における震源分布図（1998年 8月～1998年 10月） 

Fig.1 Hypocenter Distributions in the Kanto-Koshinetu District.(Aug.,1998-Oct.,1998). 
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第１図 つづき 

Fig.1 (continued) 
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第１図 つづき 

Fig.1 (continued) 
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第２図 主な地震のメカニズム解（下半球投影） 

Fig.2 Focal mechanism of major events.(lower hemisphere projection). 
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第２図 つづき 

Fig.2 (continued) 

－164－ 



 

 

 

第２図 つづき 

Fig.2 (continued) 
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第３図 福島県中通り地方の地震活動 a) 震源分布図（1998/8/1～9/30） b) 時空間分布（1998/8/1

～9/30） c) 震源分布図（1994/7/1～1998/8/10） d) 時空間分布（1994/7/1～1998/8/10） 

Fig.3  Seismic activities around Nakadori area， Fukushima pref.  ａ ) Hypocenter distribution

（1998/8/1-9/30）. b) Time-Space distribution（1998/8/1-9/30）. c) Hypocenter distribution

（1994/7/1-1998/8/10）. d) Time-Space distribution（1994/7/1-1998/8/10）. 

－166－ 



 
第 4図 日光・足尾地域の地震活動（1998/8～1998/10） 

 a) 震源分布図 

Fig.4 Seismic activities in the Nikkou-Ashio area（1998/8-1998/10）. 

 a) Hypocenter distribution. 
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第 4図 つづき b) 関谷地域の時空間分布 c) 足尾地域の時空間分布 

Fig.4 (continued) b) Time-Space distribution in Sekiya area. 

c) Time-Space distribution in Nikkou-Ashio area. 
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第 4図 つづき d) 日光，塩原地域で観測された低周波地震 

Fig.4 (continued) d) Low frequency earthquakes observed at Nikkou and Shiobara area. 
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